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１．直接民主主義へのチャレンジ 

メディアで採り上げられた例を引き続き紹介したい。 

2017年元日から朝日新聞千葉県版は「20XX年の未来予想図」シリーズを新年企画として

始めた。年頭を飾る企画は新聞各社が読者に「今年はこんな年ですよ。」とアピールする大

事なもので、内容は支局内で大議論の末決められる。そのシリーズの第１回目にブリック＆

ウッドクラブ（ＢＷＣ）と一体化した土太郎村（現ミュアヘッド・フィールズ コミュニテ

ィ＝ＭＦＣ）が千葉県版のほとんどを使って採り上げられ、１月１日の紙面を飾ったのだっ

た。 

 

ＢＷＣと土太郎村を合わせて、後に地域全体をミュアヘッド・フィールズという冠名で

呼ぶことが決まり、土太郎村は通称となった。同紙の石平道典記者が何度も取材に来て書い

た紙面には「20XX年“土太郎村”独立」「自給自足のコミュニティー」、「自然と調和“本当

の豊かさ”提案」の見出しが躍る。石平記者は「緑深い自然の中、敷地面積約 10 万坪の広



大な“村”の建設工事が急ピッチで進んでいた。土太郎とはこの地の字名だ。」「入口ゲート

から入ると、れんがを敷き詰めた坂道が続き、ロッジ風の木造の家が並ぶ。その先の高台か

らは太陽光パネルや人造湖である土太郎湖、建設中の住宅などが一望でき、手作りの村が姿

を見せていた。」と書き進む。 

村作りの推進者である坂征郎さんはインタビューに対して「土と水と緑に囲まれたコミ

ュニティーで本当に豊かな未来を提案したい。」と夢の村づくりを熱っぽく語り「そんな最

中、2011 年に東日本大震災が発生。そして東京電力福島第一原発事故。超高齢化と人口減

少に向かう中、もう国や行政などに頼る未来では、いけないのではないかと強く思った。」

という。村長の中島健一郎も石平記者の取材に対して、土太郎共和国独立宣言構想を明かし

ている。中島は土太郎村の初代の理事長になったが「理事長ではなく、村長と呼んでほしい。」

と村民にお願いし、次の理事長に引き継ぐ時に村の総会で「今後も中島さんは村長と呼びま

しょう。」と決まったので、「村長」と呼ばれることが多い。土太郎共和国は村民の話し合い

でルールや運営を決める直接民主主義を採用し、いずれ独自通貨の発行も考えるとしてい

る。そこには自主・自治・自立が大切という考えが根底にある。いつか独立宣言を起草した

いとし、「自給自足コミュニティーを実現し、村民が生き生きとしたライフスタイルを送る。

世界中から見学者が訪れるような、未来の村のモデルになれば。」と語った。 

さて、このように土太郎村が世間から注目され始めたのは、開発が着手された 2011年の

4 年後には 10万坪の敷地の内 1期工事地区約 9千坪の 23区画が売れて家が立ち並び、2期

工事地区の造成が始まったので、全体計画が本物と受け止められたからだった。 

 

２．ゴルファー村 

ゴルフダイジェスト誌 2015年 7 月号の「その話、イチ乗った！キムラ見聞録」で“アマ

チュアらしさは超プロ級”といわれる木村和久氏が土太郎村を見学し「エコでロハスな“ワ

リカン制”のゴルファー村」とレポートしている。 

木村氏の原稿のさわり（核心部分）を紹介する。「実際に住宅地を見ながらお話を聞いた

けれど、そのプロジェクトの壮大さにただ唖然とするばかり。33 万平方メートルの敷地は

“ゲートビレッジ”といって、ロックされたゲートでしっかりセキュリティーが守られてい

る。黒を基調としたシックな住宅は、すでに住んでいる人もおり、中を見せてもらう。外見

はこぢんまりしており、土地込みで約 2000万円は高いかなと思ったけど室内を見てびっく

りし、充分納得だ。半地下の部屋とロフトがあり、実質３階建てになっている。これは広い。

設計は自由だから、ハンモックを吊るしたりサンルームを作ったり、ワンちゃん用に床をテ

ラコッタにしたり、と皆さんいろいろ工夫して楽しんでいる。」 

開発を仕切っている坂さんが「単にゴルフ場に隣接する住宅地を造ってもつまらないで

しょ。今の日本の抱えている問題をすべて解決するために、何をすべきか模索し、ここでひ

とつの答えを出したいんです。」と語り、木村氏にソーラー発電や敷地で切った杉やヒノキ



を自ら買い取った製材所で製材して地産地消の建材として利用していること、近くの高滝

湖畔の田んぼや農地を購入しての穀物や野菜の自給自足計画を説明している。 

木村氏は製材所まで買ったことに「すげえ、スケールでかすぎだ。さらに近くの田んぼ

も見せてもらったら、この農地も買ったそうだ。坂さんの作業小屋を見たが、トラクターや

耕運機、コンバインなど、すべて揃っているのに驚く。」と書いている。 

この記事で坂さんが語った売店や食事スペースは現在、さらに構想が発展した。ＢＷＣ

の入り口を出た県道の反対側に古民家を移築してのレストランがすでにランドマークとし

て完成間近となり、別棟には発酵料理専門店や甘味処、その周辺に産直広場、ゴルフ練習場

などが次々と建築されようとしている。この古民家エリアは、ＢＷＣにプレーに来たゴルフ

ァー、ＭＦＣの住民、さらに地元の方々、首都圏から房総半島に遊びに来た人が利用出来る

地区になるが、その詳しい内容は「ミュアヘッド・フィールズの過去・現在・未来（その 11）」

で報告する。 

 

３．日米友好のハナミズキ 

GOLF TODAY 2016 年 4 月号に「ゴルファーの理想郷」としてＭＦＣが見開き２ページ

で敷地の地図をはじめカラフルな写真付きで紹介された。理解するためのキーワードとし

て 

■ゲーテッドコミュニティー（森の中で安全・安心） 

■Cart Transport(マイカートによるゴルフプレー・移動の生活) 

■Farm & Food(Klein Garten/食糧自給自足) 

■Eco Community（４３００kwのソーラー発電・排水処理・伐採木利用） 

■LAKE 土太郎（ボート・小型ヨット係留・釣り・水辺住宅・深山幽谷） 

■Future Center（日本の未来を担う青年と事業・マスコミ・芸術・政治等で活躍した

人との出会いの場。音楽演奏、本読みクラブなどのセンター） 

■Town meeting（親方日の丸ではなく民が中心の街づくり） 

■Good access to Tokyo（通勤可能、木更津金田バスターミナルからは 15 分おきに

東京駅へ高速バス運行、マイカーでも東京駅まで６０分） 

■選べる生活スタイル（四季の変化を味わえて、スポーツに、農業に。乗馬クラブも隣

接している） 

――などが列記されている。 

また駐日アメリカ大使館が土太郎村の精神に賛同して寄贈してくれたハナミズキの植樹

式の写真が掲載されている。ケネディ大使の代理で参加したティモシー・ジョンソン書記

官・栗山昌子元米国大使夫人・ＢＷＣの石井博子理事長が土太郎村の坂道を登りきったロー

タリーの中に丁寧にハナミズキを植えた。このハナミズキは日米友好百年（2015 年）記念

の行事のひとつとして震災復興地などを含め 3000本が米国から日本に贈られ、その一部を



寄贈いただいたものだった。 

毎日新聞社のワシントン支局長だっ

た中島が、アメリカ大使館にＭＦＣの民

主的な管理組合組織や自然エネルギー

の活用、ファームでの食糧生産の開発精

神を説明したところ栗山夫人の応援も

あり、 40 本を寄贈してくれた。

「Friendship blossom 米国から日本の

皆さまへの贈り物」のプレートは岩には

め込まれハナミズキの根元に置かれて

いる。 

2016 年 8 月 27 日に土太郎村（株式

会社 ACORNが開発し、現在は管理組合法

人に移管）とＢＷＣ（株式会社高滝リン

クス経営）のエリア全体を、コースを設

計したデズモンド・ミュアヘッドの名前

にちなんで「ミュアヘッド・フィールズ

（ＭＦ）」と命名したことは特筆すべき

ことだ。発表式典の前にカート数十台を連ねてＢＷＣから 2 番ホールのティーイングエリ

ア脇のカート道を通って住宅地域の視察会が行われた。ＢＷＣのメンバーやその知人、入居

希望者や報道関係者がハナミズキロータリーに集合した光景は壮観だった。坂さんが「すで

に３７棟が建設されており、年内に 40 棟を超える予定である。住宅地内にはパー3 のホー

ルが２つ造られており、住民は好きに利用できる」などを説明した。何軒もの住民が自宅を

開放、参加者が自由に覗くことができたのが好評だった。 

 

４．ミュアヘッド・フィールズ 

午後 4 時半からはＢＷＣのレストラン棟で木内充高滝リンクス倶楽部社長の挨拶を皮切

りにバンドも入ってパーティーが開かれたが、これ以降、ＭＦＣの住宅を購入する方々が順

調に増え始めたのだった。月刊ゴルフマネージメントは 2016年 11月号の 17ページで、ゴ

ルフ場と居住区の総称がミュアヘッド・フィールズと命名され、発表式典が行われたことを

伝え、さらに 42ページから 45ページまでその詳細をレポートしている。 

「究極のプライベート性」として年会費の制度が改定され、従来のＡ～Ｃ３コースに加

えＳコース（年会費を払えば年間何回でもプレーが可能）が新設されたことについて報告さ

れている。ＢＷＣではコースの違いによって年会費・プレー料金・ミニマムユース額が変わ

る。年会費とミニマム代が高くなるほどプレー料金は安くなるが、Ｓコースは年会費 36万



円・ミニマムユース 80万円（いずれも個人会員の場合）と高額だが、プレー料金は無料（ゴ

ルフ場利用税は負担）である。 

「ミニマムユースは会員がクラブを支えるという原則的な考えから、年会費のほかに施

設での“年間最低利用金額”を定めた制度です。自分のプレー代や飲食代はもとより、同伴

ゲストのプレー代なども合算して計算し、年間最低金額に達しなかったときは不足分をあ

とで支払うというものです。アメリカではよくあるシステムですね。」というのが坂さんの

説明だが、Ｓコースでは本人のプレー代が加算されないから同伴ゲストの利用料金や食事

でミニマムユースを達成しなければならない。 

中島はＳコースを選択したが、クランフレンド（メンバーが知人を登録すると、その知

人は平日の予約を自分で出来て、しかもプレー料金も安いなど特典がある）を増やすなどミ

ニマムユース達成に努力している。ＭＦＣに住んでいるから好きな時にハーフゴルフや夏

には薄暮プレーをする。70 歳以上はゴルフ場利用税も無いし、プレーには１円もかからな

い。年会費やミニマムユースは高いが、中島は回りたい放題の贅沢さを享受している。 

ゴルフマネージメント誌はＭＦＣを巨大“居住クラブ”と認定して、詳しい内容を書い

ている。長くなるがちゃんとした内容なので紹介しよう。 

「さてこの宅地エリア、土地を購入したからといって、自分の好き勝手に家は建てられ

ない。宅地はヒルトップ、ヒルサイドなどのゾーンに分かれ、ゾーンごとに家の壁や屋根の

色が指定されるなどの制限があり、それを総合的に管理するのが住民で作る管理組合であ

る。もちろん土地は個人の所有だが、道路から 2ｍ以内は芝地で塀を設置したり、植樹はで

きない。ただ、芝刈りなどは組合が行う。また道路や水道などの維持費用も組合が管理する

ため、マンションと同様管理費を拠出して全員で負担する。 

いわば居住エリア全体が一つの“クラブ”なのだ。ゴルフクラブも本来、ゴルフ好きが

集まって一緒にゴルフを楽しむ組織であり、規律を守るために規約によって行動などが制

約される。同様に居住エリアも、ゴルフ場のそばに起居してゴルフを中心に生活したいとい

う人たちの集合体だから、当然そうした環境を維持するためにも規約は必要。それを納得し

て入居する、つまりコンセンサスを得た人だけの集まりでなければならない。命名式典では

居住者（会員）が招待者を案内していたが、それがここの住民の実相なのだ。 

そして管理組合にも環境、価値、財務、規定の 4 委員会が設置されており、これらも住

民のボランティアで運営される。またエリア内の道路は全て私道で、現在は経営会社 ACORN

の所有だが、将来的には組合が 7～8割を所有することになるようだ。現在エリアはゲート

によって仕切られており、住民は専用のカードによって出入りしているが、入居者が増えて

くれば組合が様々な管理を行うスタッフを雇用する予定で、このゲートも夜間を除き守衛

によって管理されることになるという。」 

以上、記載された内容はその後の状況で変更や発展的改定が行われているが、概ねＭＦ

Ｃがどのような考えで運営されて来たか理解するのに役立つものとなっている。 

 



５．終活 

週刊パーゴルフ 2018 年 43 号はゴルフジャーナリストであると同時に終活カウンセラー

協会の上級インストラクターの資格を持つ小川朗さんの「ゴルファーの終活」という珍しい

独自取材を 4ページにわたり掲載している。 

小川さんは「終活というと死をイメージし、縁起でもない話、となりがちだが、実際は

違う。人生の終着点を思い、一旦人生の棚卸しをして、そこからよりよい人生を送ろうとい

う前向きな活動なのだ。」という。記事では会員権の相続問題なども解説しているが、「ゴル

フは終活にぴったりのスポーツ」と太鼓判を押している。そしてＭＦでの生活が終活という

面でも紹介に値すると判断されたようで、かなり踏み込んで取材している。その内容はこれ

まで多くのメディアに取り上げられたことがほとんどだが、健康寿命を伸ばすこと、100歳

まで元気で過ごせるコミュニティー作りがＭＦのテーマの一つであることを指摘している。

つまり「死ぬ間際までゴルフを楽しみ、わずかな介護年数で天寿を全うする。ここでは人生

100 年時代に理想となるＰＰＫ（ピンピンコロリ）が現実味を帯びる。」とＭＦを評価して

いるのだ。 

現在、79 歳の中島は小中高の同窓会などに行くと「どうしてそんなに元気そうなの？」

と聞かれることが多い。答えは「ゴルフ場の隣に住んで気軽にゴルフしているからかな。」

だ。現役時代はゴルフに誘われると、早朝に起き、車を 1時間くらい走らせて集合時間にク

ラブハウスに駆け込んでいた。プレー後は交通渋滞の中、夜 9時ころに帰宅したものだが、

もうそんな 1 日つぶしての強行ゴルフは無理だ。でもＭＦＣからならＢＷＣまでは車で 5

分。プレーしてゆっくり風呂に入り、ラウンジでおしゃべりしてもハーフなら 4～5 時間。

ラウンドでも 7～8時間で済む。 

記事の中の武藤頼胡終活カウンセラー協会代表理事の発言を二つ紹介する。 

「先日、致死率 85％といわれる大動脈解離から生還した患者さんが、お医者さまから“走

ったりしなければゴルフならやってもいいよ”と勧められたそうです。激しいスポーツはさ

すがに無理でも、ゴルフならＯＫ。無理なくできて、長く続けられるスポーツこそが、終活

にはぴったりです。」「ゴルフは世代を超えたコミュニケーションツールになりえます。シニ

ア層と若い人たちが、一緒に長時間過ごせる。自然な形で、年長者が、自分の経験を若い人

に伝えることができる。これこそが、今の時代に必要なことに思えます。」 

蛇足だが、中島が元気な理由にはＭＦＣに住む女性陣とゴルフを気軽に一緒できること

もあるかもしれない！？ 

 

６．ＭＦＣの住宅 

続々と家が建ち、ＭＦＣの景色は、それなりの雰囲気を醸し出して来たことにも触れた

い。電気ケーブル、水道管、光ケーブルなどインフラが地下埋設のため、電信柱がないのが



清々しい印象を訪問客に与えている。そして「住宅特集」という建築専門誌に特集される家

もいくつも建った。2019 年 6 月号の「住宅特集」にはＭ邸について 8 ページを費やし、設

計図やカラー写真で掲載された。 

遊空間設計室の高野保光さんが設計について語っている。 

「ゴルフコースに隣接した住宅コミュニティーに建つ週末住居である。敷地は丘の中腹

にあり、人口湖を臨む眺望が南斜面の先に広がり、東西は隣家が並ぶ。 

家のシルエットは森や林が重なる周辺の稜線と呼応するように、斜面に沿って切り妻

屋根が 4つ重なる構成とした。その屋根の下で、内と外に繋がる多様な居場所を用意した。

将来的には終の住処となることが前提であるため、日常に多くの気づきをもたらすように、

個々の居場所の前景に向けて光と景色を絞った大小の開口部を設け、室内外を移動し視点

を変えながら暮らしの風景を空間化することを試みた。 

傾斜する敷地に対して、どこにどのような暮らしの場を用意するか、敷地内を歩き回り、

立ち止まっては遠くを眺め、居心地のよい場所はどこかと探し回った。東西に隣接する住ま

いの床が、道路レベルから水平に南に伸びているのに対し、この住まいは傾斜に沿って這う

ようにスキップ、平屋を雁行するように伸ばして隣家の視線を避けた。寝室棟のみ道路側に

2 階建てとしている。 

外壁はレッドシダーの板に 1本溝を入れ見付 70mm幅の板張りにした。内外の中間領域に

ある広いデッキスペースでの暮らしを受ける壁としても、遠い距離から近い距離まで光に

よって表情が刻々と変わる。内壁は数種類の土を調合した左官壁とし、石油製品を極力使わ

ない仕様として、この地の環境に馴染みシンプルで着心地のよい光と空気の質を目指した。 

求めたのは特殊解としての別荘ではなく、日常の生活感覚をもちながらも起伏に富んだ

森と人口湖もある景観が、四季折々住まいと呼応し多様な顔を見せる、家族の暮らしと一体

となるような週末住居である。」 



Ｍ夫人は著名な和食店をもしのぐよ

うな料理の上手な方で、何回か中島ら住

民数人が招かれたが、素敵な室内空間と

ともに食事にも大感激した。またベラン

ダでの爽やかな天気の日のバーベキュ

ーは景色も含め忘れられない。 

ところで手前味噌になって恐縮だ

が、中島の家も 2016年 11 月号の「住宅

特集」で「土壁のある現代の民家」とし

て 8ページにわたり掲載された。日経ア

ーキテクチュア 2017 年 7 月 27 日号で

も「“積む”構造で素材をみせる」とい

うテーマで 6 ページの特別リポートと

なった。 

この中島の土壁の家は一般社団法人

日本建築事務所協会連合会（大内達史会

長）から平成 29 年度の小規模建築部門

で優秀賞の表彰を受けた。また公益社団

法人日本建築士会連合会（三井所清典会

長）からは平成 30 年に特別賞を受賞し

た。いずれも設計者である薩田建築スタ

ジオの薩田英男さんが賞をもらったの

だが、施主である中島はとても嬉しかっ

た。 

「日事連」は日本建築事務所協会連合会の機関誌であるが、2018年 3月号で、建築賞受

賞作品の建築訪問で土壁の家を取り上げた。以下に僕の補足を加えながら要約する。 

施主中島は毎日新聞社の常務取締役を 2006年に辞めて「もう都会のコンクリートの箱に

は住みたくない。」と東京理科大学の工学部長だった友人真鍋恒博氏に相談した。「工業製品

は使わずに左官の技や地元の木材を使って地産地消の家を作りたい。誰か紹介してほしい。」

「心当たりが二人いる。一人は繊細な女性でもう一人は野獣派だ。どちらを選ぶ？」。「もち

ろん野獣派だ。」 

この時、選んだ薩田英男さんは、あとでわかるが、人柄はとても温厚な人で、野獣派と

いうのは左官など日本の伝統技術を大胆に生かす仕事のアバンギャルド性を指していたの

だ。中島の要望を聞いた薩田さんはフィボナッチ級数に基づく巻貝のような渦巻き型のプ

ランと敷地の土を利用した土壁の家を提案し、中島は「直観的に面白い。」と決断した。2014

年暮れに宅地の完了検査が終わり、基礎の上に放射線状に配置された 5 本の土壁づくりが



始まった。 

中心の版築壁は厚さ 1 メートル 20 センチで中に暖炉が仕込んである。他の 4 本は厚さ

75 センチの練塀。周辺の土に消石灰 12.5％、セメント 12.5％を混ぜ特別の鉄製のコネ場を

作り、パワーショベルで練った。とにかく量が半端でなく多いので、人力や左官のコネ機械

では間に合わない。そのコネた土を型枠に 15センチ入れて半分くらいになるまで叩き絞め

る。丸竹を縦横に組んで芯とし、麻縄で縛る。これらの作業を関東一円から集まった植木屋・

左官がお祭り騒ぎで行った。宿泊は中島が最初に建てた自然エネルギーハウスで雑魚寝。毎

晩交代で食事を作り、一升瓶を空にした。食費と日当、遠方から来るガソリン代、高速料金

を合算すると１千万円を超える出費だったが、中島には忘れられない思い出だ。 

巻貝状に向きの異なる土壁の上に木架構を乗せて屋根を形作るという大工仕事は市原市

周辺にまだ存在する宮大工がいなければ不可能だったかもしれない。棟梁の佐久間栄一さ

んは丸太に墨付けが出来、大黒柱のケヤキを 8 面体に正確にカンナをかけることが出来る

腕の持ち主だ。「なんでこんなに難しい設計をするんだよ。」「それをこなすのが大工の腕だ

ろう。」佐久間棟梁と薩田さんは時々喧嘩したが、今は互いに尊敬しあう仲だ。 

エアコンは取り付けず、夏は風通しで、冬はイタリア製の薪ストーブボイラーからの温

水を 2トンの蓄熱水槽に貯め、家全体を暖房する仕組みを導入した。「土壁が放射状になっ

ているので、窓から見える景色も全て違って見えるんだ。」と語る表情からは、建築主が自

ら作り上げた満足感が伝わってきたとレポートはまとめている。 

 

７．ミツバチとチャリティー 

土壁の家は 2016 年 3 月末に完成し

たが、様々な集会・イベントの場所に

もなっている。「ナレッジサロン」（知

り合いの専門家の講演を聞く会）、「健

康道場」（東洋医学などを体験する会）

を開催したこともある。中島が庭で飼

っている西洋ミツバチの巣箱 2つから

は 4月から 6月の花の多い時期にたく

さんのハチミツが３回くらい採取で

きる。ＭＦＣの住民約 30 人がミツバ

チチームを結成しているが、採蜜イベ

ントの時には参加可能な方々が 12 人

ほど集まりにぎやかに作業する。巣箱

から蜜枠を取り出し、刷毛でミツバチ

を落とす人、煙をかけてミツバチがお



となしくなるようにする人、遠心分離機のハンドルを回して蜜を枠から落とす人、蜜を濾し

て混ざりものを除く人、ビンに計量して詰める人。もう慣れたもので指示がなくても作業は

進む。鍋に残ったハチミツはパンにつけて食べたり、紅茶にミントを入れて飲んだりする。

お子さんや、お孫さんを見学に連れて来られ、自然の恵みを教育される人もいる。年中行事

としてすっかり定着した。 

特筆したいのはチャリティーバザーだ。中島の両親が遺した食器類を捨てるに忍びなく

土壁の家のテーブルに並べ「好きな値段で買ってください。」と呼びかけたら約 10 万円の売

り上げになった。それを半分ずつ近くの母子生活支援施設と知的障がい者の福祉作業所に

寄付した。 

2年目はＭＦＣの方々に自分の家で使わないものを寄付してもらい、売り上げは約 15万

円になったので 5万円ずつの寄付先に子ども食堂を追加した。3年目はチャリティーバザー

の会場をＢＷＣのレストラン棟に移して、運営も賛同する女性陣が加わった。やはり 15万

円を超える売り上げだった。 

4 年目の 2023 年のバザーは女性陣の頑張りで、なんと 37 万円もの売り上げ。10 万円ず

つ母子生活支援施設、知的障がい者の福祉作業所、子ども食堂に配って喜ばれた（残り７万

円は繰越）。子ども食堂の運営をしている山内恵子さんはバイタリティーの塊のような人。

貧困家庭の子どもが 7 人に 1 人と言われていたのが、最近の統計では 6 人に１人に増えた

こともあり、フードバンクを開設し、周辺の子ども食堂 30カ所に食材を提供する活動も始

めた。ＭＦＣには裕福な方が多いが、チャリティー精神が少しずつ高まっている。 

 

８．石井栄一さん 

ニュージーランドの新聞 Otago Daily Times の 2016 年 1 月 9 日付けの記事をこの稿の

最後に取り上げたい。地域面の 26ページに大きく取り上げられているのは、ＢＷＣ創設の

ころから応援してくれた株式会社 Too の社長石井栄一さんである。同年 4 月に石井さんは

ニュージーランド政府からメリット勲章を授与された。外国人が叙勲されるのは珍しい。授

賞理由は「ミルブルックリゾート」を創設しニュージーランドのゴルフと観光に大きく貢献

したというものだった。 

坂さんはかつて「ミルブルックリゾート」を石井さんの案内で訪問して感激し、まずＢ

ＷＣの指標とし、さらにゴルフ場と一体化した住宅地を夢に描いた。石井さんは自分達で力

を合わせてゴルフ場を造るという坂さんの考えに賛同し、幅広い人脈を駆使し、何十人もの

メンバーを集めてくれた。「石井さんの紹介は確実だった。しかも見返りは求めない人だっ

た。」と坂さんは石井さんを尊敬している。 

大正 8 年に祖母石井そよさんが渋谷区の青山学院近くに「いづみや画材専門店」を創業

したのが石井さんの会社の始まりだ。昭和 25年「有限会社いづみや」に改組し、母石井英

子（ふさこ）さんが引き継いだ。ふさこさんは「Never give up」精神の女性で、先進的な



画材・デザイン用具を輸入するなど業容を広げた。 

Otago Daily Timesの記事によると、やんちゃな栄一がルール破りなど間違ったことを

すると、手の親指と人差し指の近くに藻草を乗せて火をつけて懲らしめたという。Timesの

記者が見せてもらったら、いまだに小さな白い痕が両手に残っていたらしい。ふさこさんは

「将来、英語は大事。」と栄一青年をアメリカの家庭に送り込み、その後、慶応大学の他、

スタンフォード大学そしてハーバードのビジネススクールで学ばせた。 

1984年にふさこさんは石井さんを社長にするが、日本最大の画材店に成長していた「い

づみや」が産業デザインやグラフィックのコンピュータソフトウェアの株式会社 Too（1992

年に社名変更）に成長したのは、英語の重要性を認識しビジネススクールで世界に人脈を広

げる必要性を見通すふさこさんの深慮があったからに違いない。 

ミルブルックリゾートが創設されたのは 1992年だった。ＢＷＣの開場より８年前で、当

初は採算がとれなかったが、今は東京ドーム 50数個分の広さにゴルフコースと邸宅が建ち、

世界中の著名人が購入して立派に経営している。石井さんがミルブルックの開発を決意し

た時、他の役員たちは「我々の会社のコアなビジネスとはかけ離れている。」と反対した。

しかし、ふさこさんの支持で役員会は開発を決議した。「私は母の強い意志を尊敬している。」



と石井さんは Times記者に述べているが、記事の大見出しは「Millbrook founder credits 

his mother」である。 

坂さんがＢＷＣの株主会員権を会員権業者に頼らず、知り合いや同窓生のネットワーク

で売っていたころ、石井さんのミルブルックもまだ苦闘していた時期だ。多分、それだけに

坂さんのチャレンジに石井さんは共鳴し、応援を惜しまなかったのだろう。石井氏は 2019

年に逝去された。亡くなられる前は聖路加病院に入院されていた。中島のパートナーのヴァ

イオリニスト徳江尚子も入院しており、面会票を記入しているその時に夫人の石井博子さ

ん（ＢＷＣの前理事長）と出くわし石井さんを見舞ったことがある。やつれていたがしっか

りと目を見開いて「ああ、ケンちゃん。」と反応してくださった。新築されたばかりのホテ

ルオークラでのお別れ会は、遺徳を偲ぶ方々が多く参列されていた。坂さんも中島も「ミュ

アヘッド・フィールズは石井さん筆頭に多くの方々の応援で成長できた。」と首を垂れたの

だった。 

 

 


